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平成１４年度に実施した残留農薬検査について 

【保健衛生室 食品衛生研究部門】 

１ はじめに 

近年、中国産野菜の農薬の残留基準違反や

無登録農薬の使用問題等食品の安全性に係る

事例が続発しており消費者の不安が高まって

いる｡当所では毎年､県内産の特産物(ねぎ､らっ

きょう､すいか､二十世紀梨など)について残留

農薬検査に併せて、平成 14 年度より安全性確

保強化の面から、県内に流通する輸入野菜・

果実についても同様の検査を実施している。

さらに平成 15 年度は検疫所での違反事例の

多い項目を中心に輸入野菜・果実の残留農薬

検査件数を増やし、検査の充実に努めている。 

今回、平成 14 年度に実施した残留農薬検査 

の結果について報告する 

２ 残留農薬検査事例 

１） 県内産農産物及び県内流通輸入農産物

の定例検査 

食品の安全性確保のため当所が定例的に実

施している残留農薬検査の検体は、県内産農

産物は毎年出荷時に、輸入農産物は比較的流

通量の多い品目を選定している。平成 14 年度

に実施した残留農薬検査検体及び検査項目は表１の

とおりであった。検査方法は、最大 53 項目（表２）

の農薬が分析可能である多成分分析法１）(図１）によ

り行った。 

２） 中国産輸入野菜緊急検査 

中国産野菜の残留農薬が食品衛生法の残留基準に

違反する事件が相次いだため、汚染食品の発見排除

を行い県民の安全を図るため、緊急検査を行った。

県内に多く流通している中国産の生鮮野菜・冷凍野

菜を選定し、国及び各自治体の検査で検出された事

例のある有機リン系農薬４項目（クロルピリホス・

メタミドホス・パラチオン・パラチオンメチル）の

残留検査について実施した。（表３）検査方法は、厚

生労働省告示法「食品規格残留農薬基準値試験法」

に従って行った。 

 

３） 梨の無登録農薬緊急検査 

 国内の農薬販売業者が無登録農薬を販売し､鳥取

県内にも無登録農薬(カプタホール)が流通した事実

が判明したことから､当該農薬が散布された果樹園

及びその周辺の果樹園で収穫した梨の検査を実施し

た。また、無登録農薬の県内流通の実情を踏まえ､

さらに安全を期する意味から、初出荷前に出荷され

る梨の安全性を確認する目的で､県内24箇所の選果

場で出荷予定の梨の残留農薬検査を､全国農業協同

組合連合会鳥取県本部から依頼された。47検体を当

所と農業試験場で分析を行った｡当所では、そのうち

25検体を担当した。梨の無登録農薬緊急検査検体数

等は表４のとおりである。検査方法は厚生労働省告

示法「食品規格残留農薬基準値試験法」に従って行

った。

１：食品汚染物質検査（残留農薬）検体及び検査項目数 

検査年月日 検体 検体数 項目数/件 総項目数

2002.5.23 ねぎ 5 24 120

2002.6.5 らっきょう 5 22 110

2002.7.10 すいか 5 30 150

2002.7.15 輸入（ごぼう） 1 50 50

2002.7.15 輸入（しょうが） 1 50 50

2002.7.17 輸入（冷凍ほうれんそう） 1 50 50

2002.7.17 輸入（しょうが） 2 50 100

2002.7.17 輸入（冷凍さといも） 1 50 50

2002.7.16 輸入（しょうが） 1 50 50

2002.7.16 輸入（ごぼう） 1 50 50

2002.7.16 輸入（さといも） 1 50 50

2002.8.28 二十世紀梨 5 37 185

2002.9.12 豊水梨 5 37 185

2002.10.28 輸入（冷凍ごぼうとにんじん） 1 53 53

2002.10.28 輸入（冷凍にんじん） 1 53 53

2002.11.19 輸入（しいたけ） 1 53 53

2002.11.19 輸入（かぼちゃ） 1 53 53

2002.11.19 輸入（アスパラガス） 1 53 53

2002.11.19 輸入（しいたけ） 1 53 53

2002.11.19 輸入（冷凍にんじん） 1 53 53

2002.11.19 輸入（冷凍グリーンアスパラ） 1 53 53

2002.11.19 輸入（冷凍小松菜） 1 53 53

2002.11.19 輸入（冷凍ブロッコリー） 1 53 53

2002.11.6 玄米 7 36 252

2003.1.15 豚肉 2 3 6

2003.2.3 輸入（かぼちゃ） 1 53 53

2003.2.3 輸入（オクラ） 1 53 53

2003.2.3 輸入（冷凍きぬさや） 1 53 53

2003.2.3 輸入（スナックエンドウ） 1 53 53

2003.2.3 輸入（きぬさや） 1 53 53
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 サンプル：野菜・果実…可食部約300ｇを摩砕均一化

穀類・豆類…約200ｇを420μｍふるいで粉砕均一化

試料50ｇ｛※穀類・豆類…試料30ｇ＋Ｈ Ｏ 60ml ．２hour}２

＋Acetone 150ml

ホモジナイズ（ポリトロン：１～２minutes）

吸引ろ過

洗浄・吸引ろ過 Acetone 60ml

抽出液 濃縮（約50ml ＜40℃）

＋10％NaCl 100ml

＋20％Ethylacetate-Hexane 100ml×２

振とう抽出（５min×２）

有機層

脱水（Na SO ）２ ４

濃縮乾固（ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ(R.E.)＋Ｎ 乾固(or自然蒸発)）２

{※穀類・豆類等 脱脂処理}

＋Hexane 20ml

Acetonitrile分配 ＋Hexane飽和Acetonitrile 40ml×３

振とう抽出（３min×３）

Acetonitorile層

濃縮乾固（R.E.＋Ｎ 乾固(or自然蒸発)）２

＋15％Acetone-Hexane 2.0ml（※穀類・豆類…15％Acetone-Hexane 1.2ml）

15％Acetone-Hexane溶液 1.0ml（試料25ｇ相当量）

精製（Sep-Pak Silica mini columun：15％Acetone-Hexane conditioning）

①15％Acetone-Hexane 12ml

②50％Acetone-Hexane 12ml

Fraction-① Fraction-②

濃縮乾固（R.E.＋Ｎ 乾固 濃縮乾固（R.E.＋Ｎ 乾固(or自然蒸発)）２ ２

(or自然蒸発)） ＋Acetone 5.0ml

＋15％Ether-Hexane 5.0ml

2.0ml 2.0ml

濃縮乾固（R.E.＋Ｎ 乾固２

(or自然蒸発)） ジメトエート

＋Hexane 2.0ml (GC-FPD､f=5)

ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ

の一部 (GC-FTD、f=5)

1.0ml 1.0ml 1.0ml 1.0ml２

精製（Sep-Pak Florisil ( ) ( ) ( )濃縮乾固 自然蒸発＆Ｎ 乾固 濃縮乾固 自然蒸発＆Ｎ 乾固 濃縮乾固 自然蒸発＆Ｎ 乾固２ ２ ２

mini column：15％Ether ＋Acetone 1.0ml ＋Hexane 1.0ml ＋Methanol 5ml

-Hexane conditioning）

①15％Ether-Hexane 15ml 有機リン系農薬 含窒素系農薬

②15％Acetone-Hexane 15ml (GC-FPD､f=5) (GC-FTD､f=5) (0.45 m filter)μ

N-ﾒﾁﾙｶｰﾊﾞﾒｲﾄ系農薬

Fraction-① Fraction-② (HPLC-ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ法､f=1)

(R.E.＋N (or )) (R.E.＋N (or ))濃縮乾固 乾固 自然蒸発 濃縮乾固 乾固 自然蒸発２ ２

＋Hexane 1.0ml ＋Hexane 1.0ml

＊各試験溶液は10ml試験管に有機塩素系農薬(GC-ECD､f=5) ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ (GC-ECD､

入れ、冷蔵庫で保管する。ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系農薬(GC-ECD､f=5) f=5)

ECD－GC ：検出器280℃、注入口250℃(ｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ)、注入量1μL、キャリアガスHe（7.9psi、1.5mL/min） HPLC ：検出器（蛍光分光光度計Ex339nm、Em445nm）

メイクアップガスN2（60ml/min）、カラムHP-5（φ0.32mm×30m×F.T.0.25μm） カルバメート分析用カラム（3.9mm×150mm、Waters）

(有機Cl系)オーブン温度（60℃(1min)→25℃/min→225℃(0min)→2℃/min→250℃(0min)→10℃/min→270℃(5min)） オーブン温度40℃、移動層30％アセトニトリル－水

(ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系)オーブン温度（60℃(1min)→20℃/min→240℃(0min)→5℃/min→270℃(15min)） 注入量10μL、移動層流量1.0mL/min

NPD－GC ：検出器300℃、注入口270℃(ﾊﾟﾙｽﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ)、注入量2μL、He（7.2psi、1.5mL/min） 反応槽温度80℃、加水分解液0.05N-NaOH

メイクアップガスN2(1.0ml/min又はOff)、カラムHP-1（φ0.32mm×30m×F.T.0.25μm） 発蛍光液（10mg％OPA、0.05M-Na2B4O7、

H2流量(3.0mL/min)、Air流量(60.0mL/min) 2-mercaptoethanol(20μL)の水溶液）

(含窒素系)オーブン温度（40℃(1min)→20℃/min→200℃(0min)→10℃/min→280℃(5min)） 反応液流量：共に0.5mL/min

FPD－GC ：検出器250℃、注入口250℃(ｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ)、注入量2μL、He（7.54psi、1.5mL/min） ＊機種

メイクアップガスHe(60mL/min)、カラムHP-5（φ0.32mm×30m×F.T.0.25μm） ECD、NPD-GC ：HP-6890

H2流量(150.0mL/min)、Air流量(110.0mL/min) FPD-GC ：HP-6890N

(有機P系)オーブン温度（50℃(1min)→20℃/min→200℃(0min)→10℃/min→290℃(4min)） HPLC ：島津LC-10AD蛍光検出器付ポストカラムHPLC

図１：残留農薬一斉分析フロー 
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表２：一斉分析項目 

系 統 農 薬 名 系 統 農 薬 名 

1 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 23 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 
2 総 DDT (op'-DDD) 24 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 

  (pp'-DDD) 25 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 

  (op'-DDE) 26 ﾁｵﾒﾄﾝ 

  (pp'-DDE) 27 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 

  (op'-DDT) 28 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 

  (pp'-DDT) 29 ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 

3 総 BHC (α-BHC) 30 ｴﾄﾘﾑﾎｽ 

  (β-BHC) 31 EPN 

  (γ-BHC) 32 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 

  (δ-BHC) 33 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 

4 ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 34 ｼﾞﾒﾄｴｲﾄ 

5 ｼﾞｺﾎｰﾙ 35 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ (α体)

6 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ   (β体)

 (ｱﾙﾄﾞﾘﾝ) 36 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 

7 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 37 ﾏﾗﾁｵﾝ 

有
機
塩
素
系 

 (ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞ) 38 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 
8 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 39 ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 
9 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 40 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 
10 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 41 ｷﾅﾙﾎｽ 
11 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 42 ﾎｻﾛﾝ 
12 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 

有
機
リ
ン
系 

43 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 
13 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 44 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 
14 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 45 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 
15 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 46 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 
16 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ (E 体) 47 ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系 

  (Z 体) 48 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 
17 ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 49 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

18 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 50 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 

19 ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ 51 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 

20 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 52 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 

21 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 

含
窒
素
系 

53 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 

カ
ー
バ
メ
イ
ト
系 

22 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ  

 

 

４） 学校給食用パン・小麦の検査 

 国内で学校給食用のパンから、極微量であるが有 

機リン系殺虫剤が検出された事例があり、県内の学

校給食用パン及びその原料である小麦の残留農薬検

査を行った。食の安全性確保の観点から小麦の食品

衛生法に基準のある全項目（クロルピリホスメチル、

マラチオン、フェニトロチオン、ダミノジット、ア

ミトロール、カプタホール、２，４，５－T、シヘ

キサチンの８項目）について検査を実施した。検査

は、「厚生労働省規格基準値試験法」に従って行った。 

３ 検査結果及び考察 

平成14年度に実施した残留農薬検査の総件数及び

総項目数は、113件2382項目であった。食品汚染物質

検査事業による行政検査では58件2253項目、輸入農

産物緊急検査では22件82項目、無登録農薬緊急検査

では31件31項目、学校給食用パン・小麦では２件16

項目であった。検出された検体及び検出農薬等は表

５のとおりであり、検出濃度はいずれも基準値以下

であった。その他の検体については検出されなかっ

た。 

検出した農薬をみるとすべて殺虫剤であった。フ

ェニトロチオンは、二十世紀梨では７月上旬の枝の

伸長停止期に使用されている２）。フェノブカルブは

水稲の害虫防除に使用されている２）。輸入農産物に

検出されたクロルピリホス及びパラチオンメチルは

検疫所の食品衛生法不適格事例項目のうち多い

ものの一つである。 

 今回検出された値は残留基準値をかなり下回

り、安全性に問題はないといえる。無登録農薬

カプタホールについては、全て検出されなかっ

た。実際散布された圃場の梨でも検出されず、

カプタホールが土壌中で比較的速やかに検出限

界（0.06ppm）以下に分解するものと考えられ

る。なお、カプタホールの土壌中半減期は1.3～18

日というデータがある３）。学校給食用のパン・小

麦の検査結果については、全て検出されず安全

性に問題はないといえる。 

表３：輸入野菜緊急検査検体及び検査項目数 

検査年月日 検体 検体数 項目数/件 総項目数

2002.8.2 輸入(冷凍ほうれんそう) 2 1 2
2002.8.8 輸入(にんにく) 4 4 16
2002.8.8 輸入(スナックエンドウ) 1 4 4
2002.8.8 輸入(冷凍きぬさや) 1 4 4
2002.8.8 輸入(冷凍しいたけ) 1 4 4
2002.8.8 輸入(冷凍オクラ) 1 4 4
2002.8.8 輸入(冷凍いんげん) 1 4 4
2002.8.8 輸入(そらまめ) 1 4 4
2002.8.8 輸入(冷凍西洋いんげん) 1 4 4
2002.7.15 輸入(ごぼう) 1 4 4
2002.7.15 輸入(しょうが) 1 4 4
2002.7.17 輸入(冷凍ほうれんそう) 1 4 4
2002.7.17 輸入(しょうが) 2 4 8
2002.7.17 輸入(冷凍さといも) 1 4 4
2002.7.16 輸入(しょうが) 1 4 4
2002.7.16 輸入(ごぼう) 1 4 4
2002.7.16 輸入(さといも) 1 4 4
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表４：無登録農薬緊急検査検体及び検査項目数 

表５：農薬検出検体及び検出項目 

 

 

 

 

検査件月日 検  体 検体数 収   去   先 

2002.8.20 二十世紀梨 5 散布果樹園及び周辺果樹園

2002.8.22 二十世紀梨 1 A 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
B 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
C 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
D 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
E 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
F 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
G 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
H 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
I 選果場 

2002.8.23 秋栄 1 

2002.8.23 サンゴールド 1 
J 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
K 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
L 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 

2002.8.23 豊水梨 1 
M 選果場 

2002.8.23 二十世紀梨 1 N 選果場 

 

検 出 検 体 生産国 検出農薬 検出値 残留基準値

二十世紀梨 日本 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.02ppm 0.2ppm 

輸入（冷凍小松菜） 中国 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.09ppm 2.0ppm 

玄米 日本 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.08ppm 1.0ppm 

玄米 日本 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.01ppm 1.0ppm 

玄米 日本 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.06ppm 1.0ppm 

輸入（冷凍インゲン） 中国 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.02ppm 0.2ppm 

輸入（冷凍インゲン） 中国 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 0.01ppm 1.0ppm 

４  まとめ 

１） 当所では毎年県内産特産物の残留農薬検査を

行っているが、食品の安全性に係る事例が続発

しており、検査体制の強化の面から平成 14 年度

より県内流通輸入野菜・果実についても検査を

実施している。 

２） 平成 14 年度に実施した残留農薬検査の総

件数及び総項目数は、113 件･2382 項目（食

品汚染物質検査事業 58 件･2253 項目、輸入

農産物緊急検査 22 件･82 項目、無登録農薬

緊急検査 31 件･31 項目、学校給食用パン及

び小麦 2 件･16 項目）であった。 

３） 検出件数は７件、検出農薬は４種類で述

べ７項目であり、検出値はいずれも基準値以

下であった。 
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